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審 査 の 結 果 の 要 旨
　神通氏による本論文は、多新翅類シロアリモドキ目の発生過程を初めて詳細かつ包括的に記載、検討し、
それを明らかにしたものである。形態学的観点からは、多新翅類のグラウンドプラン構築に資する確固たる
連続相同制の議論を提出するとともに腹板および側板の起源を明快に論証、系統学的観点からは、シロアリ
モドキ目とナナフシ目の類縁を強く示唆する決定的な証拠を示すことにより、昆虫類の中で最も議論が定ま
らない多新翅類の系統学的議論を大いに発展せしめ、比較発生学的観点としては、従来、重要視されてきた
発生形質に関して、多新翅類での再評価の必要性を明示した。その発生学的記載および系統学的議論はたい
へん質が高く、動物界最大群である新翅類の理解に大いに貢献するものであり、本論文は当該分野の今後の
発展に大いに資する労作である。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
